
　

消
費
税
を
な
く
す
全
国
の
会
は
９
月
29

日
、
第
29
回
総
会
を
東
京
都
内
で
開
き
ま

し
た
。

　

南
京
玉
す
だ
れ
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
西

本
光
男
常
任
世
話
人
の
開
会
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
、
消
費
税
廃
止
各
界
連
絡
会
を
代

表
し
て
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
事
務
局

次
長
の
工
藤
光
輝
さ
ん
が
連
帯
あ
い
さ
つ

を
し
ま
し
た
。

　

木
口
力
事
務
局
長
が
「
報
告
と
提
案
」

を
行
い
、
活
動
を
交
流
し
ま
し
た
。

　
８
％
増
税
後
「
生
活
は
本
当
に
大
変
。

10
％
に
な
っ
た
ら
殺
さ
れ
て
し
ま
う
」
な

ど
と
生
活
実
態
が
告
発
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
と
世
論
が
議
会
を
動
か
す

　

高
知
の
代
表
は
「
い
の
町
で
国
へ
の
増

税
中
止
の
意
見
書
が
委
員
会
で
否
決
さ
れ

た
こ
と
を
全
町
民
に
知
ら
せ
た
。
多
く
の

町
民
が
傍
聴
す
る
中
、
本
会
議
は
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た
」
と
発
言
し
参
加
者
の

感
動
を
よ
び
ま
し
た
。

　

新
し
い
会
を
誕
生
さ
せ
た
京
都
・
八
幡

市
「
指し
げ
つ月
の
会
」
や
長
野
・「
茅
野
市
民

の
会
」
の
経
験
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
報
告
と
提
案
」「
国
民
へ
の
呼
び
か
け
」

を
採
択
し
、
世
話
人
２
２
５
人
と
常
任
世

話
人
18
人
を
選
出
し
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ

常
任
世
話
人
　
西
本  

光
男
さ
ん

　

今
年
は
、
消
費
税
が

導
入
さ
れ
て
30
年
の
節

目
に
あ
た
り
ま
す
。
消

費
税
導
入
時
、
私
は
三

菱
重
工
京
都
製
作
所
に
働
く
労
働
者
で
し

た
。
こ
れ
は
働
く
労
働
者
と
家
族
に
と
り

大
変
な
問
題
、
生
活
を
守
る
た
め
に
運
動

に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
29
年
間
で
国

民
１
人
あ
た
り
２
７
５
万
円
も
支
払
っ
て

い
ま
す
。
消
費
税
は
国
民
生
活
を
苦
し
め
、

な
く
す
会
の
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
８
割

を
超
え
る
人
が
「
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
」

と
答
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
大
企
業
の
内
部

留
保
は
４
２
５
兆
円
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

大
企
業
の
社
会
的
責
任
は
、
利
益
を
労
働

者
は
じ
め
社
会
に
還
元
し
て
こ
そ
存
在
意

義
が
あ
り
ま
す
。
消
費
税
10
％
中
止
、
当

面
５
％
に
引
き
下
げ
、
さ
ら
に
な
く
す
た

め
に
、
全
国
の
会
員
が
一
丸
と
な
り
来
る
べ

き
統
一
地
方
選
、
参
議
院
選
挙
で
増
税
反

対
の
国
民
の
声
を
集
め
き
り
ま
し
ょ
う
。

風間秀子組による南京玉すだれ

玉城デニー氏が
当選！

9月30日投・開票の沖縄
県知事選の結果は次の通
りです。

当  玉城デニー　396632
　  佐喜真　淳　316458
　  兼島　　俊　　3638
　  渡口　初美　　3482

く
ら
し・営
業
悪
化
の
消
費
税
10
％
、

９
条
改
憲
を
み
ん
な
の
力
で
阻
止
し
ま
し
ょ
う

第
29
回
総
会


